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の
両
面
で
優
れ
た
系
統
や
栽
培
上

有
用
な
系
統
を
育
種
し
新
し
い
品

種
の
育
成
に
も
努
め
、
４
・
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
は
栽
培
圃
場

２
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
有
し
主
に

ト
ウ
キ
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
栽
培
が

奨
励
さ
れ
て
い
る
。

肝
心
の
販
売
に
つ
い
て
は
ま
だ

行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
残

念
で
あ
っ
た
が
、
本
来
薬
草
が
ブ

ー
ム
に
な
っ
た
の
で
な
く
、
農
業

が
衰
退
し
て
い
る
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
事
に

や
け
に
説
得
力
が
あ
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
ま
た
、
富
山
県
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
、
薬
の
富

山
と
し
て
３
０
０
年
を
超
え
る
歴

史
と
伝
統
を
持
つ
県
、
製
薬
企
業

や
関
連
企
業
を
擁
す
る
利
を
活
か

し
て
、
近
年
薬
用
作
物
の
産
地
確

立
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
　
　

中
で
も
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
生
産
量

の
増
加
は
め
ざ
ま
し
く
、
今
年
は

前
年
の
３
倍
以
上
の
９
千
６
百
キ

ロ
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
背
景
に

あ
る
の
は
、
関
係
機
関
の
強
力
な

て
の
業
務
概
要
が
説
明
さ
れ
た
。
　

昔
か
ら
「
越
中
富
山
の
薬
」
と

聞
い
て
い
た
の
で
、
古
い
時
代
か

ら
生
薬
栽
培
が
行
な
わ
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
が
長
野
県
が
発
祥

の
地
で
あ
る
と
の
こ
と
。
当
セ
ン

タ
ー
は
昭
和
42
年
薬
草
園
と
し
て

設
置
さ
れ
、
後
に
富
山
県
薬
事
研

究
所
か
ら
の
付
設
機
関
と
し
て
独

立
し
、
植
物
の
成
分
含
量
に
差
が

あ
る
こ
と
等
か
ら
、
収
量
と
品
質

●
視
察
先
　

・
富
山
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー

・
富
山
県
薬
草
生
産
組
合

●
視
察
日
程
　
平
成
26
年
10
月
20

日
〜
22
日

●
視
察
参
加
者
　
鈴
木
一
彦
、
皆

川
鉄
也
、
芦
崎
達
美
、
水
木
壽
保

●
平
成
26
年
10
月
21
日
に
町
で
取

り
組
ん
で
い
る
生
薬
栽
培
の
研
修

を
先
進
地
で
あ
る
富
山
県
の
薬
事

研
究
所
付
設
薬
用
植
物
指
導
セ
ン

タ
ー
、
富
山
薬
草
生
産
組
合
を
視

察
し
、
そ
の
現
状
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ぶ
べ
く
研
修
し
た
。

午
前
中
の
富
山
県
薬
用
植
物
指

導
セ
ン
タ
ー
は
全
国
で
唯
一
の
薬

事
に
関
す
る
公
設
試
験
研
究
機
関

で
あ
り
、
大
江
勇
所
長
か
ら
は
薬

用
植
物
の
栽
培
普
及
を
図
り
、
あ

わ
せ
て
山
村
振
興
の
一
助
と
す
る

た
め
、
栽
培
法
及
び
調
製
加
工
法

の
確
立
、
種
苗
の
供
給
等
に
つ
い

会
員
は
幼
い
頃
か
ら
漢
方
薬
の
世

話
に
な
り
、
又
家
族
の
健
康
を
願

う
シ
ニ
ア
、
シ
ル
バ
ー
世
代
で
あ

り
、
企
業
も
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
を

本
業
と
し
つ
つ
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト

の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
行
い
、
薬
用
植

物
生
産
に
も
意
欲
を
示
し
て
い
た
。

栽
培
を
通
し
て
様
々
な
経
験
を

積
み
、
平
成
25
年
度
に
富
山
薬
草

生
産
組
合
に
改
称
、
更
な
る
栽
培

技
術
の
向
上
と
生
産
振
興
に
は
富

山
市
か
ら
も
薬
用
植
物
生
産
推
進

事
業
が
予
算
化
さ
れ
る
な
ど
普
及

を
後
押
し
し
て
く
れ
た
。

こ
の
事
業
は
新
規
栽
培
面
積
又

は
前
年
よ
り
拡
大
し
た
面
積
に
対

し
て
は
10
ア
ー
ル
当
た
り
３
万
円
、

前
年
度
と
同
面
積
は
１
万
円
の
補

助
金
が
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
は
ト
ウ
キ
の
生
産

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て
、
ポ
ッ
ト

で
の
自
家
育
苗
に
挑
戦
中
で
あ
る
、

収
穫
対
策
は
掘
り
取
り
機
が
必
要

で
振
動
掘
り
取
り
機
等
の
購
入
も

検
討
中
で
あ
る
。
や
は
り
機
械
化

に
よ
る
作
業
体
系
の
構
築
が
必
要

お
い
て
「
和
漢
薬
の
原
料
産
地
化

に
積
極
的
に
取
り
組
み
富
山
県
産

薬
用
植
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
更
に

進
め
る
べ
き
」
と
の
議
員
提
案
が

あ
り
、
県
当
局
か
ら
は
耕
作
放
棄

地
活
用
対
策
も
含
め
こ
の
提
案
を

支
援
・
協
力
し
た
い
と
の
回
答
が

あ
り
、
有
志
に
よ
り
指
導
セ
ン
タ

ー
を
視
察
し
、
音
川
地
区
の
土
地

気
象
条
件
、
土
質
等
が
ト
ウ
キ
、

シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
栽
培
に
適
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
　

同
年
の
秋
に
は
シ
ャ
ク
ヤ
ク
苗

１
千
本
を
５
ア
ー
ル
に
試
験
栽
培
、

翌
年
は
ト
ウ
キ
の
苗
も
導
入
し
、

６
個
人
、
１
企
業
で
富
山
薬
用
植

物
栽
培
技
術
研
究
会
を
設
立
し
た
。

後
押
し
、
県
薬
用
植
物
指
導
セ
ン

タ
ー
が
生
産
現
場
へ
の
働
き
か
け

を
強
め
た
こ
と
で
、
平
成
22
年
以

降
に
取
り
組
む
農
家
が
増
え
た
。

シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
栽
培
期
間
は
４
年

な
の
で
、
生
産
量
の
増
加
は
今
年

以
降
に
反
映
さ
れ
て
い
く
。

県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
は
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
栽
培
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
な
ど
現
場
を
支
援
し
て

い
る
。
同
県
で
は
今
後
、
栽
培
管

理
機
械
の
改
良
に
取
り
組
む
ほ
か
、

専
用
機
械
を
協
同
利
用
す
る
た
め

県
域
の
協
議
会
組
織
を
立
ち
上
げ

る
。
平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
る
国

の
事
業
に
県
費
を
上
乗
せ
し
、
生

産
現
場
を
支
援
す
る
。
今
後
、
流

通
の
在
り
方
も
見
直
す
。

午
後
か
ら
は
富
山
薬
草
生
産
組

合
（
場
家
福
明
代
表
13
個
人
、
１

企
業
）
を
訪
問
、
組
合
役
員
の
他

市
役
所
職
員
２
名
参
加
の
も
と
交

流
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
た
。

薬
草
栽
培
の
き
っ
か
け
は
、
平

成
22
年
転
作
作
物
と
し
て
有
効
な

作
物
を
模
索
中
、
富
山
県
議
会
に

薬用植物の栽培状況や普及について説明をう
けました。

だ
。
今
後
の
展
望
は
薬
事
法
に
よ

る
様
々
な
規
制
も
あ
る
と
思
う
が
、

生
根
出
荷
だ
け
で
な
く
、
い
ず
れ

は
「
洗
浄
・
乾
燥
・
粉
砕
」
な
ど

の
二
次
加
工
を
行
な
い
グ
ラ
ム
単

位
で
製
薬
会
社
な
ど
に
販
売
し
た

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
だ
日

が
浅
く
収
益
等
に
つ
い
て
の
資
料

が
無
く
心
残
り
も
あ
っ
た
が
、
シ

ャ
ク
ヤ
ク
の
一
株
当
た
り
の
収
穫

量
が
２
キ
ロ
以
上
あ
り
１
・
５
キ

ロ
が
あ
れ
ば
採
算
と
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

時
間
を
延
長
し
て
の
交
流
会
を

行
な
い
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
。

組
合
員
の
今
後
益
々
の
活
躍
と
富

山
薬
草
生
産
組
合
の
ご
隆
盛
を
願

い
報
告
と
す
る
。

シャクヤク園・栽培圃場

職員から説明を受けています

富山県薬用植物指導センター


